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適
切
な
医
療
情
報
の
提
供
や

専
門
医
へ
の
橋
渡
し
を
行
う

　
神
奈
川
県
横
浜
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ア
レ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
母
の
会
は
、
喘
息
や
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
、
ア
レ
ル
ギ

ー
疾
患
を
抱
え
る
患
者
に
適
切
な
医
療
情
報
を
提
供

し
、
健
康
を
回
復
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
設
立

さ
れ
た
。

　
設
立
の
経
緯
は
、
代
表
の
園
部
ま
り
子
氏
の
次
男

が
重
い
喘
息
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
、
結
膜
炎
な
ど
で
苦
闘
し
た
末
に
ア
レ
ル
ギ
ー

専
門
医
と
出
会
い
、
劇
的
に
健
康
を
回
復
し
た
経
験

か
ら
、
平
成
11
年
8
月
に
と
も
に
悩
み
を
抱
え
た
母

親
10
人
と
任
意
団
体
と
し
て
発
足
し
、
平
成
20
年
4

月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し
て
い
る
。

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、
来
所
や
電
話
な
ど
に
よ
る

ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
相
談
事
業
を
は
じ
め
、
患
者

自
身
が
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
適
切
な
ケ
ア
に
つ
い

て
学
ぶ
講
演
会
や
勉
強
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
ア
レ

ル
ギ
ー
患
者
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、
患

者
が
直
面
し
て
い
る
社
会
的
課
題
の
解
決
を
国
や
行

政
、
関
連
学
会
な
ど
に
働
き
か
け
る
調
査
・
研
究
、

提
言
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
相
談
事
業
で
は
、
年
間
約
４
０
０
人
、
延
べ

２
０
０
０
件
の
相
談
に
対
応
し
て
お
り
、
正
し
い
医

療
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
専
門
医
へ
の
橋
渡

し
を
行
い
適
切
な
治
療
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
行
政
と
の
連
携
と
し
て
は
、
平
成
21
～
25
年
度
に

神
奈
川
県
と
の
協
働
事
業
で
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
関

す
る
研
修
事
業
を
行
い
、
同
法
人
が
こ
れ
ま
で
培
っ

た
専
門
医
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
講
師
を
派
遣
し
、

小
中
高
校
の
教
職
員
を
は
じ
め
、
保
健
師
、
管
理
栄

養
士
、
保
育
士
、
救
急
救
命
士
な
ど
専
門
職
向
け
の

研
修
会
を
実
施
し
た
。

　
協
働
事
業
終
了
後
は
平
成
29
年
度
ま
で
同
法
人
が

県
の
委
託
を
受
け
、研
修
事
業
を
継
続
し
、累
計
で
県

内
の
約
2
万
２
０
０
０
人
の
専
門
職
が
受
講
し
た
。

課
題
が
顕
在
化
す
る

被
災
地
の
支
援
活
動
に
取
り
組
む

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
な

ど
被
災
地
で
の
支
援
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
保
健
師

や
管
理
栄
養
士
、
助
産
師
の
ほ
か
、
学
校
や
保
育
所

の
教
職
員
を
対
象
に
し
た
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
関
す

る
研
修
会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
参
加
者
は
６
０

０
０
人
以
上
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

　
被
災
地
に
お
い
て
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
関
す
る
支

援
活
動
が
必
要
な
理
由
に
つ
い
て
、
事
務
局
長
・
代

表
理
事
の
長
岡
徹
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
避
難
所
の
生
活
で
は
、
極
端
に
ス
ト
レ
ス
が
か
か

る
だ
け
で
な
く
、
瓦
礫
な
ど
周
辺
の
環
境
が
非
常
に

埃
っ
ぽ
く
な
り
ま
す
の
で
、
喘
息
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
う
で
な
い
人
も
呼
吸
器
に
症
状
が
で
ま
す
し
、
入

浴
が
で
き
な
い
生
活
環
境
の
た
め
に
ア
ト
ピ
ー
性
皮

適
切
な
医
療
情
報
提
供
で

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
子
ど
も
と

そ
の
親
を
支
え
る

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）が
行
う
社

会
福
祉
振
興
助
成
事
業（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）は
、
国
庫
補
助

金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
が
地
域
の
つ

な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意

工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に
対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ア
レ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
母
の
会
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

神
奈
川
県
横
浜
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
レ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
母
の
会

 WAM から ひと言

　アレルギー疾患を抱える患者
に対し、相談をはじめ、講演会
や勉強会の開催によってアレル
ギー患者を支える仕組みづくり
を行い、個別支援のみならず国
や行政、学会などで積極的に働
きかけている姿勢を高く評価し
ています。
　助成事業により保健センター
や地域の医師会、医療機関など
と連携が図られネットワークの
拡大とともに更なる展開が期待
されます。

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
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膚
炎
の
人
は
確
実
に
悪
化
し
ま
す
。
ま
た
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
の
人
に
と
っ
て
は
、
避
難
所
の
食
事
は
何

が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
た
め
食
べ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
空
腹
の
た
め
に
食
べ
て
ア

レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出
た
り
、
な
か
に
は
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
命
に
関
わ
る
症
状
を
起
こ

し
た
事
例
も
出
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
普
段
は
み

え
て
い
な
い
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
被
災
時
は
集
中
し
て
顕
在
化
し
ま
す
の
で
、

専
門
職
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
関
す
る
正
し
い
サ

ポ
ー
ト
の
知
識
を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」。

　
こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、平
成
27
年
に
は
「
か

な
が
わ
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
大
賞
」、平
成
29
年
に
は

保
健
衛
生
の
向
上
に
貢
献
し
た
団
体
・
個
人
に
贈
ら

れ
る「
保
健
文
化
賞
」な
ど
多
く
の
賞
を
受
け
て
い
る
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
発
症
予
防
に
つ
な
が
る

「
ス
キ
ン
ケ
ア
講
座
」
を
実
施

　
同
法
人
は
、
平
成
29
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
親
子
の
た
め
の
『
ス
キ
ン
ケ
ア
講
座
』
事
業
」

を
実
施
し
た
。

　
ス
キ
ン
ケ
ア
講
座
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、

園
部
代
表
は
「
子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
は
、
乳

幼
児
期
の
湿
疹
か
ら
始
ま
り
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
喘
息
な
ど
を
次
々
に
発
症
し
て

い
く
、
い
わ
ゆ
る
『
ア
レ
ル
ギ
ー
マ
ー
チ
』
を
た
ど

る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

き
め
細
か
い
泡
で
皮
膚
を
洗
い
、
適
切
に
保
湿
剤
や

軟
膏
を
塗
布
す
る
正
し
い
『
ス
キ
ン
ケ
ア
』
を
行
う

こ
と
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
発
症
リ
ス
ク
の
高
い
乳
幼

児
で
も
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
の
発
症
を
30
％
以

上
減
ら
せ
る
と
い
う
エ

ビ
デ
ン
ス
の
高
い
研
究

が
報
告
さ
れ
、
発
症
予

防
に
寄
与
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
」

と
説
明
す
る
。

　
さ
ら
に
、
平
成
27
年

12
月
施
行
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
基
本
法
に
基
づ

き
、
国
が
ま
と
め
た
「
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
の
推

進
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
」（
29
年
3
月
）
の
な
か

で
、
新
た
に
「
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
等
で
実
施
す

る
乳
幼
児
健
診
等
で
適
切
な
保
健
指
導
を
行
う
」（
要

旨
）
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
対
策
の
行
政
施
策
は
、
保
育
所
の
段
階
か

ら
始
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
出
生
後
す
ぐ
に
始
ま

る
こ
と
に
な
っ
た
意
味
は
大
き
い
も
の
の
、
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
発
症
予
防
に
つ
な
が
る
保
健
指

特定非営利活動法人アレルギーを考える母の会
親子のための「スキンケア講座」事業

平成29年度事業
助成額

259 万 9 千円

【事業概要】
市町村保健センターや医療機関、地域医師会、栄養士会などと連携し、アレルギ
ー疾患を抱える親子や保健指導の担い手となる専門職などを対象にした「スキン
ケア講座」を全国各地で開催し、スキンケアの重要性や方法を学ぶとともに、ア
レルギー疾患の発症予防に寄与することを目指す事業

【実施内容】
◆親子のための「スキンケア講座」の開催
スキンケアの重要性や
方法の理解を促すこと
を目的に、アレルギー
専門医による講義のほ
か、正しい肌の洗い方
や保湿剤の塗り方の実
習を行う「スキンケア
講座」を全国の 9カ所
（全11回）で開催

◆報告書の作成・配布
助成事業の具体的な取
り組み内容、成果をま
とめた報告書を作成
し、厚生労働省をはじ
め、都道府県・政令指
定都市・中核市の担当
課などに配布

【成果】
全国の9カ所で開催した「ス
キンケア講座」には、当事者
の親子を中心に、医師、看護
師、薬剤師、保健師、栄養士、
保育士、行政担当者など延べ
703 人が参加し、アレルギ
ー疾患の適切なケアについて
の知識を高めた

◆�スキンケアの重要性や知
識、ノウハウを学ぶことで、
それぞれの地域の専門職が
保健指導の業務に活かすこ
とにつながった

◆�報告書の配布にとどまらず、小児アレルギー学会学
術大会と食物アレルギー研究会において助成事業の
取り組みを報告し、活動の必要性を周知した

◆�各地域のさまざまな関係機関と連携して講座を開催
したことにより、連携体制の強化や活動の広域化に
つながった

事業概要

報告
書

全国の 9 カ所（全 11 回）で開催し
た「親子のためのスキンケア講座」に
は、当事者の親子をはじめ、看護師や
保健師、栄養士、薬剤師、行政担当者
など延べ 703 人が参加した
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導
の
モ
デ
ル
と
し
て
「
ス
キ
ン
ケ
ア
」
に
特
化
し
た

講
座
を
全
国
各
地
で
実
施
し
た
。

　「
ス
キ
ン
ケ
ア
講
座
」
の
開
催
地
は
、
こ
れ
ま
で
同

法
人
の
活
動
で
つ
な
が
り
の
あ
る
地
域
の
な
か
か
ら
、

神
奈
川
県
横
浜
市
、
川
崎
市
、
宮
城
県
気
仙
沼
市

（
2
カ
所
）、
岩
手
県
盛
岡
市
、
釜
石
市
、
山
田
町
、

奈
良
県
五
條
市
、
大
阪
府
河
内
長
野
市
の
9
カ
所
で

開
催
し
た
。

　「
当
初
は
、
各
地
域
の
保
健
セ
ン
タ
ー
と
協
働
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
主
催
で
は
実
現
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
た
め
、

各
地
域
の
や
り
方
や
関
係
機
関
の
要
望
に
も
柔
軟
に

対
応
し
な
が
ら
、
行
政
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、
医
師
会
、

医
療
機
関
な
ど
の
多
様
な
連
携
先
と
協
働
し
て
開
催

し
ま
し
た
」（
長
岡
事
務
局
長
）。

　
ス
キ
ン
ケ
ア
講
座
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ア
レ
ル
ギ

ー
学
会
認
定
の
専
門
医
な
ど
に
講
師
を
依
頼
し
、
ス

キ
ン
ケ
ア
の
重
要
性
や
最
新
の
医
療
情
報
な
ど
ケ
ア

に
つ
い
て
の
講
義
の
ほ
か
、
ス
キ
ン
ケ
ア
の
実
習
や

専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
会
を
実
施
し
た
。

　
新
生
児
期
は
皮
脂
も
多
く
汚
れ
や
す
い
こ
と
か
ら
、

ス
キ
ン
ケ
ア
で
は
し
っ
か
り
と
泡
立
て
た
石
鹸
の
泡

を
使
い
、
汚
れ
を
取
り
去
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

そ
の
た
め
、
実
習
で
は
参
加
者
全
員
で
き
め
細
か
な

泡
を
つ
く
り
、
正
し
い
肌
の
洗
い
方
や
保
湿
剤
の
塗

り
方
な
ど
を
学
ん
だ
。
実
習
後
は
、
個
別
相
談
会
を

行
い
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
相
談
に
対
し
て
専
門

医
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。

多
様
な
連
携
先
と
協
働

　
大
阪
府
河
内
長
野
市
で
開
催
し
た
講
座
で
は
、
国

立
病
院
機
構
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー
と
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
当
事
者
団
体
と
連
携
し
、
専
門
医
な
ど
の
講

義
や
鼎
談
、
実
習
に
加
え
、「
こ
ど
も
大
集
会
」
と

し
て
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
克
服
し
た
子
ど
も
た
ち
自

身
に
体
験
談
を
語
っ
て
も
ら
い
、
家
族
や
支
援
者
に

支
え
ら
れ
健
康
を
回
復
し
た
様
子
が
報
告
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
岩
手
県
盛
岡
市
で
開
催
し
た
講
座
で
は
、

日
本
小
児
臨
床
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
認
定
の
小
児
ア
レ

ル
ギ
ー
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
や
医
師
で
構
成
す
る
東
北

地
区
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
ケ
ア
研
究
会
と
共
催
し
た
。

　
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
は
、
ス
キ
ン

ケ
ア
や
喘
息
の
吸
入
指
導
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
栄

養
指
導
な
ど
を
専
門
的
に
学
ん
だ
看
護
師
、薬
剤
師
、

管
理
栄
養
士
の
資
格
で
、
同
会
は
東
北
6
県
の
エ
デ

ュ
ケ
ー
タ
ー
が
集
ま
る
研
究
会
と
な
っ
て
い
る
。
研

究
会
の
顧
問
を
務
め
る
専
門
医
を
通
じ
て
岩
手
県
小

児
科
医
会
な
ど
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て
も
ら
う
こ

と
で
、
活
動
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　「
盛
岡
市
の
実
習
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
ス
キ
ン

ケ
ア
に
精
通
し
た
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
指

導
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
か
ら
非
常
に
わ
か

り
や
す
い
と
好
評
で
し
た
。
研
鑽
を
重
ね
た
エ
デ
ュ

ケ
ー
タ
ー
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
教
育
を
担
え
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
東
北
地
区
で
は
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
協
働
す
る
こ
と
で
こ
の
よ
う
な

専
門
職
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
も
な

り
ま
し
た
。
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
く
た
め
に
は
、
医
師
だ
け
が
向
き
あ
う
の
で
な

く
、
専
門
性
を
も
つ
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
を
活
用
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
し
、
保
健
師
や
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
が

連
携
す
る
こ
と
で
、
公
衆
衛
生
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
園
部
代
表
）。

講
座
に
は
当
事
者
、
専
門
職
な
ど

延
べ
７
０
３
人
が
参
加

　
全
国
9
カ
所
で
11
回
開
催
し
た
「
ス
キ
ン
ケ
ア
講

座
」
に
は
、
当
事
者
で
あ
る
親
子
を
中
心
に
、
保
健

スキンケア講座では、専門医による講義のほか、
きめ細やかな泡をつくり肌を洗う方法や保湿剤
や軟膏を適切に塗る実習を行った

助成期間中に開催された日本小児アレルギー学
会学術大会と食物アレルギー研究会において取
り組みや成果等を報告した
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指
導
の
担

い
手
と
な

る
医
師
、

看
護
師
、

薬
剤
師
、

保
健
師
、

管
理
栄
養

士
の
ほ
か
、

学
校
や
保
育
所
の
教
員
、
保
育
士
、
調
理
員
な
ど
延

べ
７
０
３
人
が
参
加
し
た
。

　
参
加
し
た
当
事
者
か
ら
は
、「
湿
疹
で
悩
ん
で
い

た
が
、
目
か
ら
鱗
の
内
容
で
ス
キ
ン
ケ
ア
の
重
要
性

を
実
感
し
た
」、「
も
っ
と
早
く
知
り
た
か
っ
た
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
た
れ
た
。
一
方
、
専
門
職
で
あ
る
保

健
師
か
ら
は
「
発
症
予
防
は
自
分
た
ち
の
仕
事
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
し
た
」、「
学
ん
だ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
保

健
指
導
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
、
当
事
者
と

専
門
職
の
双
方
か
ら
大
き
な
反
響
が
あ
り
、
保
健
指

導
に
活
か
す
べ
き
大
切
な
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
が

う
か
が
え
た
。

　
さ
ら
に
、
助
成
事
業
で
は
取
り
組
み
を
ま
と
め
た

報
告
書
「
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
た
『
保
健

指
導
』
の
試
み
」
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
省
や
都
道

府
県
・
政
令
指
定
都
市
・
中
核
市
の
担
当
課
な
ど
に

配
布
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
期
間
中
に
開
催

さ
れ
た
日
本
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
学
術
大
会
や
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
研
究
会
に
お
い
て
事
業
の
活
動
報
告

を
行
い
、
取
り
組
み
の
必
要
性
や
普
及
に
向
け
て
働

き
か
け
た
。

保
健
指
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
を
目
指
す

　
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
乳
幼
児
健
診
等
で
ス
キ

ン
ケ
ア
を
取
り
入
れ
て
い
る
自
治
体
の
数
が
少
数
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
法
人
の
事
業
を
モ

デ
ル
と
し
て
関
連
学
会
や
厚
生
労
働
省
の
ア
レ
ル
ギ

ー
疾
患
対
策
推
進
協
議
会
な
ど
に
報
告
し
、
助
成
事

業
で
行
っ
た
取
り
組
み
の
普
及
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
し
て
い
る
。

　「
全
国
で
同
じ
ク
オ
リ
テ

ィ
の
保
健
指
導
が
行
わ
れ
る

た
め
に
も
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
の
保
健
指
導
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
目

指
し
、
現
在
は
厚
生
労
働
省

に
対
し
て
積
極
的
に
働
き
か

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」（
長

岡
事
務
局
長
）。

　
行
政
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、

医
療
機
関
等
と
協
働
し
、
ア

レ
ル
ギ
ー
の
発
症
予
防
に
つ

な
が
る「
ス
キ
ン
ケ
ア
講
座
」

に
取
り
組
み
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す

る
同
法
人
の
活
動
を
参
考
に

し
た
い
。

　重度のアレルギー疾患の子どもを抱える
親は、常に気が休まることがなく、ケアを
することが生活のすべてといっていいほど
大きな課題になっています。子どもの皮膚
の状態がひどくなると、周囲の目線が気に
なり家にひきこもってしまう親も少なくありませんし、大きな
ストレスから児童虐待のきっかけになることもあります。
　また、皮膚の症状が悪化するのは食物アレルギーが原因だと考
え、医療機関を受診せずに誤った判断で次々と食物の除去を続
けることで成長障害を起こした多くの親子に出会ってきました。
　助成事業では、アレルギー疾患の正しいケアの知識や発症予
防につながるスキンケアの重要性や方法を当事者家族や保健指
導の担い手である専門職に広く伝えることができました。今後
はアレルギーの発症予防が保健指導の業務内容に盛り込まれる
よう、働きかけていきたいと考えています。

特定非営利活動法人
アレルギーを考える母の会

代表  園部 まり子氏

発症予防を保健指導の業務に

●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

〒241－0024  神奈川県横浜市旭区本村町 17－1－106
T E L：090－3220－4425
F A X：045－362－3106
U R L： http://hahanokai.org
設　立：平成 20 年 4 月（前身団体設立：平成 11 年 8 月）
代　表：園部  まり子

◆団体概要

寄付金のお願い
当機構では
　寄付金を募集しています
 お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応 援 よ ろ し く お 願 い し ま す！

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

助成事業で作成した報告書
「保健センターなどと連携し
た『保健指導』の試み」。厚
生労働省をはじめ、都道府
県・政令市・中核市などの
母子保健担当課に配布した

特定非営利活動法人
アレルギーを考える母の会
事務局長・代表理事

長岡  徹氏
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